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学校法人の概要 

【教育理念・学校訓】 

私たちは、豊かな美しい人間性を養い、心を大切にして技術の向上に努め、常に笑顔を持

ち、社会に貢献できる人材を育成します。 

 

【愛媛調理製菓専門学校 校訓】 

一、調理の真髄は技術にあらず調理する心にあり。 

一、自主独立の精神と研究心に旺盛であれ。 

一、迅速、正確、清潔を旨とせよ。 

一、勤労を重んじ調理を持って社会に奉仕せよ。 

一、学園の規則を守り己れの本分に忠実であれ。 

 

【愛媛コミュニケーションブライダル専門学校 校訓】 

一、ホスピタリティ精神を持ち 社会に奉仕せよ 

一、丁寧、迅速、清潔を旨とせよ 

一、想像力を発揮し 前向きであれ 

 

【沿 革】 

1942年 松山南夷町に松山ドレスメーカー女学院創立  

1946年 松山市旭町に校舎新築  

1949年 財団法人創立(昭和 24年 6月 1日)  

1951年 私立学校法制定に基づき、学校法人組織に変更 (学校法人共立学園)  

1959年 学校法人 愛媛学園に変更(昭和 34年 4月)   

1964年 松山クッキングスクールを開校  

1973年 厚生省認定の愛媛調理師学校を開校  

1976年 学校教育法に準じ、専修学校として認可  

1986年 愛媛コンピュータ専門学校を開校  

1991年 愛媛調理師学校に専門課程を設置し校名を愛媛調理師専門学校に変更  

1993年 松山ドレメ専門学校を愛媛モード専門学校に改名  

1995年 愛媛調理師専門学校に、製菓・製パンコースを新設  

1996年 愛媛調理師専門学校に、福祉調理専攻カリキュラムを新設  

2000年 愛媛調理師専門学校の校名を愛媛調理製菓専門学校に変更 

  愛媛モード専門学校の校名を愛媛モードビジネス専門学校に変更  

2001年 (社)全国調理職業訓練協会に加盟  

2003年 愛媛調理製菓専門学校にフードビジネス専攻カリキュラムを新設 

  愛媛コンピュータ専門学校にフードビジネスコースを新設  

2005年 愛媛調理製菓専門学校にフードビジネス別科を新設  
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2006年 勝山校舎、愛媛コミュニケーションビジネス専門学校を開校  

2008年 愛媛調理製菓専門学校に製菓・製パン科専門課程(2年制)を新設 

フードビジネス別科をカフェ科に改名  

2012年 愛媛コミュニケーションビジネス専門学校の校名を愛媛コミュニケーション 

 ブライダル専門学校に変更、愛媛学園創立 70周年  

2015年 文部科学省が愛媛学園２校を職業実践専門課程設置校として認定  

2016年 松山市勝山町に新校舎新築、学園本部、愛媛調理製菓専門学校を移転 

2019年 愛媛県が愛媛学園２校を高等教育の修学支援新制度対象機関として確認 

 

【学校法人組織図】 

 

 

【設置する学校及び学生数の概要】 

 

学  校 学科・課程 収容定員 学生数 

愛媛調理製菓専門学校 

 （松山市勝山町１-１-５） 

１９７３年４月開校 

調理師 （１年制、２年制） 

製菓・製パン科 （１年制、２年制） 

カフェ科 （１年制） 

280 192 

愛媛コミュニケーション 

ブライダル専門学校 

 （松山市勝山町１-５-２） 

２００６年４月開校 

コミュニケーション学科 

 （１年制、２年制） 
200 38 

令和 2年 5月 1日時点（単位：人） 
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【役員・教職員の概要】 

 

役 員 

 【理 事】 

 理事長  渡邊 秀一 

 外部理事 土居 英雄  大岩 行雄   

   溝辺 健二 

内部理事 渡邊 雅子  玉井 道雄 

 

            6名 

 【監 事】 

   梶原 章夫  栗原 利幸 

             2名 

 

【評議員】 

   内島 朝良  大塚 潮治   

   佐藤 泰雄  正岡 啓 

   長坂 整史  丸山 彰 

   長山 常喜  渡邊 秀一 

   渡邊 雅子  玉井 道雄 

   杉野 由美子  佐々木 茂 

   渡部 美貴   

            13名 

教職員 

【学園本部事務局】 

  理事長 渡邊 秀一  学園長 渡邊 笙子 

         職 員： 3名 

【愛媛調理製菓専門学校】 

  校長 渡邊 雅子  教頭 杉野 由美子 

         教職員：19名 

         

【愛媛コミュニケーションブライダル専門学校】 

  校長 渡邊 雅子（兼任） 教頭 玉井 道雄 

         教職員： 4名 

          

（令和 2年 5月 1日時点） 
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【事業の概要】 

令和 2 年度 学校法人愛媛学園 年間行事概要 

 

4

月 

入学式中止（新型コロナウイルスの影響によ

り） 

CK・CB 臨時休校 

※新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言 

 4 月 7 日～（一部地域） 

 4 月 16 日～（全都道府県区域） 

※新型コロナウイルス感染症緊急事態措置 

 4 月 17 日～5 月 6 日（当初予定/対象：愛媛県全域） 
 

10

月 

CK  製菓特別講習（鎌田琢弥氏、和泉光一氏） 

  企業講習（伯方塩業、日清医療食品） 

  学外体験（久万高原リンゴ狩り） 

  えひめシュークリームフェス 

  ふぐ名人戦 

  城山ピクニック/スポーツレク 

CB  HRS3 級実技試験（広島） 

 
  

  

5

月 

HQ  理事会/評議員会 

CK・CB 授業開始 5/11～ 

 

※新型コロナウイルス感染症緊急事態措置延長 

 5 月 7 日～5 月 10 日（愛媛県全域） 

※緊急事態宣言全面解除 

 5 月 25 日 
 

11

月 

CK  学外体験（今治研修、砥部焼、珈琲焙煎見学） 

  アウトドアクッキング/スポーツレク 

  企業講習（伊那食品、SMBC、青山、はるやま） 

CB  愛媛県フォトミーティング 

  中四国研修旅行 

  運動会 

   
 

  
  

6

月 

CK・CB AO 受付開始 

 

12

月 

CK  学外体験（砥部焼） 

  ふぐ予備講習（一般・学生） 

  冬休み 12/19～ 

CB  ドレススタイリスト検定 

  愛媛県フォトミーティング 

  冬休み 12/17～ 

 
  

  

7

月 

CK  製菓衛生師試験 

  えひめスイーツオンライン交流 

CB  金融経済教育特別講習 

 （SMBC コンシューマーファイナンス） 

 

1 

月 

CK  授業開始 1/7～ 

  パン技能試験 

  食育インストラクター試験 

  技術考査 

  ふぐ試験（学科） 

CB  授業開始 1/8～ 

  BIA3 級試験 
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8

月 

CK・CB 夏休み 8/8～ 

CK・CB AO 合格発表 

CK カフェクリエーター3 級 開講 

   ラッピングクリエーター3 級/2 級 開講 

 

2 

月 

2/11 学内作品展（各校開催） 

CB  リアルウエディング（2/14） 

 
  

  

9

月 

CK・CB 後期授業開始 9/1～ 

 

CK 介護食士 3 級 開講 

CB  ABP2 級、1 級試験 

  愛媛県フォトミーティング 

 

3 

月 

3/10 卒業式（各校開催） 

 

HQ  理事会/評議員会 

CK ふぐ実地試験 

     

HQ:学校法人愛媛学園本部 

CK:愛媛調理製菓専門学校 

CB:愛媛コミュニケーションブライダル専門学校 

AG:学校法人愛媛学園販売部 

 

事業概要 

新型コロナウイルス感染症（Covid-19）の影響 

 令和 2年度は、すべての事業に関して Covid-19感染拡大の影響を受け計画通りに進めること

が困難であった。感染症対策については、行政からの指示、要請も多く、また、調査・報告等

についても、迅速な対応が求められた。学園では随時、運営会議を招集し、対策を検討する体

制をとり、決定事項を関係者で迅速に共有し、徹底するよう努めた。しかしながら実習による

技術の習得を主とする専門学校にとって最大の課題は、遠隔授業では補えない実践的な教育を

学生に対し如何に行うかということである。また、学生の経済的な問題や、メンタルヘルスに

関する問題は、今後も長期化するコロナ禍の影響として、無視できない状況にある。 
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修学支援新制度の導入 

 令和 2年度が初年度となった高等教育機関の修学支援新制度については、学園内の事務処理体

制は、十分に整っており、対象学生の受け入れについては大きな問題は発生しなかった。しか

しながら新制度の事前周知が不十分であったのか、入学後の申請も散見された。また、この制

度の運用には、教務部門と事務部門の連携が不可欠であり、双方の担当者の業務負荷も高く、

今後、業務上の改善が必要と思われる。 

 令和 2年 9月、県により修学支援新制度の対象教育機関として両校とも更新確認された。（継続） 

 

愛媛コミュニケーションブライダル専門学校 

 令和 2 年度第 2 回定例理事会・評議員会において愛媛コミュニケーションブライダル専門学校

の令和 4年度生募集停止が決定した。 

 

収益事業 

 旭町校舎跡地活用：Covid-19の影響により、事業用定期借地権設定契約を締結したルートイン

ジャパン株式会社による（仮称）ホテルルートイン松山の建設工事の見通しが立たず、ついに

は令和 2年度中の着工はかなわなかった。（令和 3年度 6月着工） 


